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 要  旨 
これまでバランスフィルタについては様々な研究、開発が盛んに行われていたが、これらのバ
ランスフィルタでは通過帯域におけるバランス特性(振幅バランス特性、位相バランス特性)は検
討しているものの、それと同時に減衰極に関して検討している先行例は筆者の知る限り見られな
い。そこで、本研究ではバランスフィルタの通過帯域におけるバランス特性だけではなく、タッ
プ結合型共振器を用いて、減衰極を通過帯域外に積極的に実現させることにより有極特性につい
ても併せて検討を行った。 
フィルタの伝送特性及び位相特性について、MSL では回路シミュレータ(Ansoft Designer)を用
いてバランス特性及び有極特性の検討を行った。そして電磁界の影響を考慮して電磁界シミュレ
ータ(Ansoft HFSS Ver.11.0.2)を用い、試作を想定した解析的検討も行った。MSL を用いた 3 ポ
ートバランスフィルタについて、2 段のバランスフィルタとタップ結合型共振器 BPF を組み合わ
せることによって検討を行い、SL ではタップ結合型共振器を用いたバランスフィルタについて外
部 Q と結合係数によるフィルタ設計法を使用することで、帯域通過特性を実現すると同時に、バ
ランスフィルタの通過帯域外における減衰極の制御について検討した。さらに試作実験による実
験的検討では、ベクトルネットワークアナライザ(ROHDE & SCHWARZ 社 ZVB20)を用い、実
験による結果とシミュレータによる解析結果との比較を行った。SL では電磁界シミュレータを用
いてバランス特性及び有極特性の検討を行った。なお、4 ポートバランスフィルタの評価にはミ
ックスドモードの S パラメータを用いた。 
バランスフィルタにタップ結合型共振器を用いることで、MSL のバランスフィルタにおいて通
過帯域でバランス特性が実現できるだけではなく、帯域外における減衰極の実現位置と個数を制
御することができた。また、SL のバランスフィルタにおいては通過帯域でバランス特性を実現し
つつ、さらに帯域外において減衰極を実現することができた。 
本手法を用いて減衰極の実現位置や個数の制御を行うことができれば，バランスフィルタの通
過帯域近傍におけるスカート特性，帯域外における特性のそれぞれの改善が，減衰極を積極的に
実現することで可能となり，バランスフィルタの性能向上へつながると考えられる。 
 
 
